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「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
四
号
（
令
和
五
年
三
月
刊
）

一
、
中
等
教
育
国
語
科
に
お
い
て
古
典
の
原
文
を
学
ぶ
理

由

1
．
現
在
の
古
典
教
育
の
成
果

日
本
の
高
等
学
校
国
語
科
で
古
典
教
育
を
受
け
、
古
典
の
入
学
試
験
を
受
験

し
た
広
島
大
学
の
学
生
達
は
、
大
学
で
古
文
・
漢
文
を
学
習
す
る
前
に
、
古
典

を
自
ら
読
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

本
稿
の
筆
者
は
、
教
育
学
部
二
年
生
向
け
の
授
業
で
、
延
慶
本
﹃
平
家
物
語
﹄

と
鈴
鹿
本
﹃
今
昔
物
語
集
﹄
と
を
隔
年
で
教
材
と
し
て
い
る
。
こ
の
国
語
文
化

系
コ
ー
ス
の
必
修
授
業
で
は
、
対
象
文
献
に
お
け
る
日
本
語
の
歴
史
に
つ
い
て

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
学
生
達
が
調
査
・
研
究
し
た
成
果
を

発
表
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

対
象
文
献
で
あ
る
延
慶
本
﹃
平
家
物
語
﹄
と
﹃
今
昔
物
語
集
﹄
に
は
、
注
釈

書
は
存
す
る
も
の
の
、
現
代
語
訳
・
通
釈
は
公
刊
さ
れ
て
い
な
い（1
）。

そ
の
た
め
、
履
修
学
生
達
は
、
古
語
辞
典
を
引
き
、
高
等
学
校
で
身
に
つ
け

た
古
典
文
法
を
使
っ
て
、
延
慶
本
﹃
平
家
物
語
﹄
と
﹃
今
昔
物
語
集
﹄
の
原
文

を
自
分
で
解
釈
す
る
。
両
文
献
に
存
す
る
日
本
漢
文
（
変
体
漢
文
・
和
化
漢
文
）

部
分
も
、
高
等
学
校
で
身
に
つ
け
た
漢
文
訓
読
法
で
訓
読
し
、
理
解
し
て
い
る
。

そ
の
解
釈
の
大
部
分
は
、
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
中
等
教
育
国
語
科
に
お
け
る
古
典
教
育
は
、
古
典
の
原
文
を
自
ら
読

解
で
き
る
能
力（2
）を
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
る
。

2
．「
学
習
指
導
要
領
」
に
お
け
る
「
古
典
の
原
文
」

右
は
、
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
文
化
系
コ
ー
ス
の
必
修
授
業
「
国
語
文
化

の
歴
史
Ａ
（
国
語
の
歴
史
）」
を
履
修
し
て
い
る
学
生
達
の
実
態
で
あ
る
。

こ
の
た
び
改
定
の
学
習
指
導
要
領
は
、
広
島
大
学
の
文
系
に
入
学
す
る
生
徒

に
限
ら
ず
、
生
徒
全
員
に
、
新
た
に
以
下
の
こ
と
が
ら
を
求
め
て
い
る
。

平
成
二
十
九
年
告
示
﹃
中
学
校
学
習
指
導
要
領
﹄「
国
語
」
の
「
指
導
計
画
の

作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
の
3
に
は
、「
教
材
に
つ
い
て
は
,
次
の
事
項
に
留
意

す
る
も
の
と
す
る
。」
と
し
て
、

（
5
）
古
典
に
関
す
る
教
材
に
つ
い
て
は
,
古
典
の
原
文
に
加
え
,
古
典
の

現
代
語
訳
,
古
典
に
つ
い
て
解
説
し
た
文
章
な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ

と
。（
40
頁
。
傍
線
引
用
者
）

古
典
の
原
文
を
学
ぶ
の
は
な
ぜ
か

佐
々
木
　
　
　
勇
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と
あ
る
。

中
学
校
に
お
い
て
も
、「
古
典
の
原
文
」
を
教
え
る
こ
と
は
、
当
然
の
前
提
と

な
っ
て
い
る
。

平
成
三
十
年
告
示
﹃
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
﹄
で
は
、
必
修
科
目
「
言
語

文
化
」
の
「
内
容
」︹
知
識
及
び
技
能
︺
に
、

（
2
）
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
指
導
す
る
。

ウ

古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
,
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な

文
語
の
き
ま
り
や
訓
読
の
き
ま
り
,
古
典
特
有
の
表
現
な
ど
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
。[
36
頁
]

と
あ
る
。
古
典
の
原
文
を
離
れ
て
は
、
こ
の
指
導
は
で
き
な
い
。

「
言
語
文
化
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
る
「
国
語
」「
第
1
款

目
標
」（
3
）
に

は
、「
言
葉
の
も
つ
価
値
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
,
言
語
感
覚
を
磨
き
,

我
が
国
の
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
,
生
涯
に
わ
た
り
国
語

を
尊
重
し
て
そ
の
能
力
の
向
上
を
図
る
態
度
を
養
う
。」
と
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
語
に
よ
る
「
言
語
文
化
の
担
い
手
」
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
生
徒
た
ち
に
は
、「
古
典
の
原
文
」
に
よ
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
、
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

3
．「
言
語
文
化
の
担
い
手
」
と
な
る
た
め
に
「
古
典
の
原
文
」
を
読
ま
せ
る
理

由
国
語
科
は
、「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
,
言
語
活
動
を
通
し
て
,

国
語
で
的
確
に
理
解
し
効
果
的
に
表
現
す
る
資
質
・
能
力
」
を
育
成
す
る
教
科

で
あ
る（3
）（
平
成
三
十
年
告
示
﹃
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
﹄
第
1
節

国
語
、

第
1
款

目
標
）。

話
の
す
じ
・
内
容
を
理
解
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
な
ら
、
古
典
も
現
代
語
訳
で
読

ま
せ
れ
ば
済
む（4
）。

し
か
し
、
日
本
の
国
語
科
で
は
、
古
代
の
「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
」

を
学
ぶ
た
め
に
、「
古
典
の
原
文
」
を
生
徒
た
ち
に
読
ま
せ
て
い
る
。

古
代
の
「
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
」
る
の
は
、
容
易
で
は
な

い
。
け
れ
ど
も
、
古
代
の
「
国
語
で
的
確
に
理
解
」
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

平
成
三
十
年
告
示
﹃
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
﹄「
言
語
文
化
」
の
「
内
容
」

︹
知
識
及
び
技
能
︺（
2
）
は
、
前
引
の
ウ
に
続
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

エ

時
間
の
経
過
や
地
域
の
文
化
的
特
徴
な
ど
に
よ
る
文
字
や
言
葉

の
変
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
,
古
典
の
言
葉
と
現
代
の
言
葉
と

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

オ

言
文
一
致
体
や
和
漢
混
交
文
な
ど
歴
史
的
な
文
体
の
変
化
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

古
典
の
こ
と
ば
へ
の
理
解
は
、「
文
字
や
言
葉
の
変
化
」「
古
典
の
言
葉
と
現

代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
」「
歴
史
的
な
文
体
の
変
化
」
に
つ
い
て
の
「
理
解
」

で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
は
、
平
成
二
十
一
年
告
示
の
﹃
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
﹄

に
は
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
告
示
﹃
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
﹄
第
1
節

国
語
に
、「
変

化
」
の
こ
と
ば
は
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

「
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
」
も
、
選
択
科
目
「
古
典
Ａ
」「
2

内
容
」

（
1
）
の
イ
に
、「
古
典
特
有
の
表
現
を
味
わ
っ
た
り
,
古
典
の
言
葉
と
現
代
の

言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
。」
と
内
容
の
一
例
と
し
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て
挙
が
っ
て
い
た
の
み
で
あ
る
。「
古
典
特
有
の
表
現
」
と
「
現
代
の
言
葉
」
と

の
連
続
性
は
、
不
明
瞭
で
、
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
う
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
回
の
平
成
三
十
年
告
示
﹃
高
等
学
校
学
習
指
導

要
領
﹄
で
は
、
全
生
徒
必
修
科
目
「
言
語
文
化
」
の
「
内
容
」
に
、
右
の
と
お

り
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
改
革
で
あ
る
。

二
、
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
『
言
語
文
化
』
の
対
応

平
成
三
十
年
告
示
﹃
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
﹄
に
お
け
る
右
の
改
定
を
受

け
、
必
修
科
目
﹃
言
語
文
化
﹄
の
教
科
書
が
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
教
科
書
﹃
言
語
文
化
﹄
に
は
、
古
文
・
漢
文
・
現
代
文
の
す
べ
て
が
収

め
ら
れ
、
連
続
性
と
影
響
関
係
と
を
考
慮
し
た
構
成
・
配
置
に
な
っ
て
い
る
。

手
元
に
あ
る
二
冊
の
教
科
書
か
ら
、
例
を
引
く
。

①﹃
新
編

言
語
文
化
﹄（
大
修
館
書
店
、
令
和
四
年
四
月
一
日
発
行
）

こ
の
教
科
書
は
、「
現
代
文
編
」「
古
文
編
」「
漢
文
編
」
か
ら
成
り
、
表
紙
見

開
き
「
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
み
解
く
言
語
文
化
」
に
現
代
と
古
代
の
歌
・
詩
・
散

文
を
並
べ
、
裏
表
紙
見
開
き
「
現
代
と
古
典
を
比
べ
て
み
よ
う
」
で
は
貴
族
の

住
居
と
サ
ッ
カ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
を
視
覚
的
に
比
較
し
、
古
典
と
現
代
文
と

を
繋
げ
た
「
参
考
年
表
」
を
付
録
に
置
い
て
い
る
。

②﹃
言
語
文
化
﹄（
数
研
出
版
、
令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
発
行
）

こ
の
教
科
書
で
は
、「
古
文
編
」「
漢
文
編
」「
近
現
代
編
」
の
順
に
配
し
、
古

典
と
近
現
代
文
と
の
つ
な
が
り
を
見
え
安
く
し
、
豊
富
な
カ
ラ
ー
図
録
の
ほ
か
、

四
コ
マ
漫
画
「
平
安
貴
族
の
人
生
」
や
「
現
代
に
残
る
変
体
仮
名
」
の
カ
ラ
ー

写
真
が
あ
り
、
資
料
編
「
文
学
史
年
表
」
の
「
古
典
文
学
史
年
表
」
と
「
近
現

代
文
学
史
年
表
」
と
は
、
や
は
り
連
続
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
二
冊
の
教
科
書
に
お
け
る
「
文
字
や
言
葉
の
変
化
」
に
関
す

る
記
述
か
ら
、
具
体
例
を
引
用
す
る
。

①﹃
新
編

言
語
文
化
﹄（
大
修
館
書
店
、
令
和
四
年
四
月
一
日
発
行
）

︿
文
字
の
変
化
﹀（
27
頁
）

平
仮
名
・
片
仮
名
両
方
の
成
り
立
ち
を
考
え
さ
せ
る
コ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、
す

べ
て
の
仮
名
に
つ
い
て
答
え
る
こ
と
は
大
学
生
で
も
難
し
い
。「
つ
」「
ツ
」
の

よ
う
に
、
字
母
の
定
説
を
見
て
い
な
い
仮
名
も
存
す
る
。
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②﹃
言
語
文
化
﹄（
数
研
出
版
、
令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
発
行
）

こ
の
教
科
書
に
は
、「
知
っ
て
お
き
た
い
日
本
語
の
歴
史
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
有

る
。
そ
の
中
の
一
部
を
、
左
に
引
用
す
る
。

︿
音
韻
の
変
化
﹀（
34
頁
）

︿
文
法
の
変
化
﹀（
41
頁
）

（
右
の
続
き
）

音
韻
変
化
・
文
法
変
化
に
つ
い
て
は
、
四
、
2
.
で
触
れ
る
。

こ
の
二
冊
の
教
科
書
は
、
特
別
に
選
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
高

等
学
校
国
語
科
教
員
は
、
こ
の
よ
う
な
教
科
書
の
記
述
を
活
用
し
て
、
日
本
語

の
歴
史
に
触
れ
つ
つ
、
古
典
の
原
文
を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
高
等
学
校
で
「
古
典
の
原
文
」
を
教
え
る
理
由

1
．
異
な
る
言
語
文
化
と
し
て
の
過
去
の
日
本
語

古
典
の
こ
と
ば
に
即
し
て
古
典
の
原
文
を
読
む
こ
と
で
、
そ
の
言
葉
で
な
け

れ
ば
表
現
で
き
な
か
っ
た
意
味
・
こ
と
ば
の
世
界
が
あ
る
こ
と
に
、
高
等
学
校

の
生
徒
た
ち
は
気
づ
く
。

こ
れ
は
、
生
徒
た
ち
の
生
活
語
で
あ
る
生
育
方
言
で
な
い
と
表
わ
せ
な
い
も

の
ご
と
・
現
象
・
感
覚
・
感
情
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
機
会
と
な
る
。
英
語
な

ど
の
他
言
語
を
学
ぶ
こ
と
が
、
母
語
で
あ
る
日
本
語
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
る

機
会
と
な
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。



─　　─34

古
典
の
こ
と
ば
は
、
時
代
を
遡
っ
た
日
本
で
使
用
さ
れ
た
、
異
な
る
言
語
文

化
で
あ
る
。

当
該
語
・
表
現
以
外
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
物
・
感
覚
な
ど
は
、
ど
の
言
語
に

も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ど
の
言
語
も
等
し
く
貴
重
で
あ
る
。

平
成
三
十
年
告
示
﹃
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
﹄
が
、「
時
間
の
経
過
や
地
域

の
文
化
的
特
徴
な
ど
に
よ
る
文
字
や
言
葉
の
変
化
」
を
必
修
科
目
「
言
語
文
化
」

で
学
ぶ
べ
き
内
容
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2
．
現
代
日
本
語
に
繋
が
る
過
去
の
日
本
語

日
本
語
は
、
世
界
で
も
稀
な
こ
と
に
、
何
千
年
間
も
、
大
き
な
入
れ
替
え
が

無
く
続
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
校
で
教
え
る
古
典
の
こ
と
ば
は
、
各
地

の
方
言
を
含
む
、
現
代
の
日
本
語
に
繋
が
っ
て
る
。

現
代
日
本
語
だ
け
を
見
て
い
て
は
理
解
で
き
な
い
現
象
が
、
古
代
日
本
語
の

実
態
か
ら
説
明
で
き
る
こ
と
は
、
珍
し
く
は
な
い
。

平
成
三
十
年
告
示
﹃
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
﹄
が
、「
古
典
の
言
葉
と
現
代

の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
」
を
必
修
科
目
「
言
語
文
化
」

で
学
ぶ
べ
き
内
容
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．
高
等
学
校
で
「
古
典
の
原
文
」
を
教
え
る
理
由

古
典
語
そ
の
も
の
に
現
代
日
本
語
と
は
異
な
る
言
語
文
化
と
し
て
の
価
値
が

あ
り
、
現
代
日
本
語
を
よ
り
よ
く
知
る
た
め
に
も
古
典
語
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
有
益
な
学
習
は
、
古
典
の
原
文
を
読
む
こ
と
で
初
め
て
可
能
と
な
る
。

よ
っ
て
、
こ
と
ば
・
日
本
語
を
教
え
る
国
語
科
に
お
い
て
、
古
典
を
原
文
で

学
習
す
る
「
言
語
文
化
」
を
必
修
と
し
た
こ
と
は
、
望
ま
し
い
変
更
で
あ
る
。

四
、
大
学
で
「
日
本
語
の
歴
史
」
を
教
え
る
理
由

1
．
高
等
学
校
ま
で
で
教
え
る
こ
と

こ
の
た
び
の
学
習
指
導
要
領
で
、
右
の
と
お
り
の
変
更
が
あ
っ
た
も
の
の
、

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
日
本
語
の
歴
史
を
つ
ぶ
さ
に
教
え
た
上
で
、
そ
れ
を

意
識
し
て
各
時
代
の
文
章
を
読
ま
せ
る
時
間
は
無
い
し
、
学
習
指
導
要
領
も
そ

れ
を
求
め
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
高
等
学
校
の
教
科
書
で
教
え
ら
れ
る
古
典
語
は
、
平
安
時
代
和

文
の
語
彙
・
文
法
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、
中
高
生
が
持
っ
て
い
る
辞
典
に

載
っ
て
い
る
古
語
の
意
味
は
、
平
安
時
代
の
和
文
を
中
心
と
し
た
、
ご
く
限
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
古
代
の
音
韻
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
教
え
る

中
で
わ
ず
か
に
触
れ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る（5
）。

そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
、
平
安
時
代
和
文
の
文
法
（
古
典
文
法
）
で
、
生
徒
た

ち
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の
古
典
の
文
章
を
読
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
古
典
文
法
で
書
か
れ
た
文
語
文
を
、
教
科
書
が
意
図
的
に
採
用
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
古
典
文
法
は
、
近
代
に
入
っ
て
も
一
部
で
は
使
用

さ
れ
続
け
、
文
語
文
の
生
成
に
活
用
さ
れ
て
き
た（6
）。

2
．
大
学
で
教
え
る
こ
と

大
学
に
お
け
る
日
本
語
学
・
日
本
文
学
の
古
典
分
野
の
授
業
で
は
、
文
献
成

立
時
に
お
け
る
一
語
一
語
の
意
味
・
用
法
に
こ
だ
わ
っ
て
読
解
し
、
文
献
成
立

時
の
文
法
に
よ
っ
て
、
一
文
を
解
釈
す
る
。

そ
の
前
提
と
し
て
、
音
韻
・
文
字
・
語
の
意
味
・
語
彙
・
文
法
等
が
、
上
代



─　　─35

か
ら
近
世
・
近
現
代
の
間
に
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
学
ぶ
。

「
日
本
語
の
歴
史
」
を
概
説
す
る
授
業
で
は
、
上
代
に
区
別
さ
れ
て
い
た
日
本

語
の
音
韻
が
平
安
時
代
に
入
る
と
区
別
さ
れ
な
く
な
り
、
十
世
紀
に
は
ア
行
と

ヤ
行
の
エ
が
一
つ
に
な
り
、
十
一
世
紀
に
は
ハ
行
転
呼
音
現
象
が
起
き
、
十
三

世
紀
に
は
ク
ヰ
・
ク
ヱ
の
合
拗
音
が
消
え
る
こ
と
、
ク
ワ
は
江
戸
時
代
に
な
っ

て
も
残
る
こ
と
等
を
学
ぶ
。
こ
れ
ら
の
知
識
か
ら
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
、
九

〇
〇
年
~
九
五
〇
年
頃
の
音
韻
に
の
み
合
致
す
る
仮
名
遣
い
で
あ
る
こ
と
が
導

か
れ
る
。

か
つ
て
の
連
体
形
が
終
止
形
と
な
り
、
ナ
変
・
ラ
変
活
用
も
四
段
活
用
と
な

る
。
二
段
活
用
は
、
一
段
活
用
に
変
化
す
る
。
未
然
形
の-am

u

が-oo

に
音
変

化
し
て
オ
段
の
活
用
形
が
生
じ
、
四
段
活
用
は
五
段
活
用
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
音
韻
・
文
法
等
の
変
化
に
よ
っ
て
、
古
典
語
が
現
代
語
に
変
化
し

た
。
そ
の
一
部
は
、
第
二
節
で
引
用
し
た
高
等
学
校
国
語
科
﹃
言
語
文
化
﹄
の

教
科
書
に
も
記
さ
れ
て
い
た
。

大
学
の
授
業
で
は
、
こ
れ
ら
の
日
本
語
の
変
化
が
徐
々
に
進
行
し
て
き
た
こ

と
を
、
豊
富
な
具
体
例
と
と
も
に
学
ぶ
。

3
．
大
学
で
用
い
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト

右
の
日
本
語
の
歴
史
は
、
日
本
に
伝
存
す
る
大
量
の
古
文
献
を
対
象
と
し
た

先
行
研
究
か
ら
判
明
し
た
。

そ
の
た
め
、
大
学
に
お
け
る
「
日
本
語
の
歴
史
」「
古
典
文
学
」
の
授
業
で
は
、

古
写
本
・
古
刊
本
の
複
製
本
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
こ
と
が
多
い
。

現
在
、
私
が
担
当
し
て
い
る
日
本
語
の
歴
史
に
関
す
る
授
業
で
は
、
先
に
述

べ
た
延
慶
本
﹃
平
家
物
語
﹄・
鈴
鹿
本
﹃
今
昔
物
語
集
﹄
に
加
え
、﹃
徒
然
草
﹄

﹃
伊
勢
物
語
﹄
の
複
製
本
（
影
印
本
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、

﹃
土
左
日
記
﹄﹃
更
級
日
記
﹄﹃
方
丈
記
﹄﹃
三
宝
絵
詞
﹄
な
ど
を
学
部
授
業
の
テ

キ
ス
ト
と
し
て
き
た
。
そ
の
す
べ
て
の
授
業
に
お
い
て
、
複
製
本
（
影
印
本
）

を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。

そ
れ
は
、
活
字
に
直
さ
れ
る
前
の
文
字
を
見
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
さ

れ
て
い
な
い
仮
名
遣
い
や
、
句
読
点
・
会
話
の
「

」
が
無
い
校
訂
前
の
現
実

の
本
文
に
、
触
れ
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

現
行
の
教
科
書
が
基
づ
く
﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄（
小
学
館
）﹃
新
日

本
古
典
文
学
大
系
﹄（
岩
波
書
店
）
な
ど
の
注
釈
書
が
依
拠
す
る
古
写
本
・
古
刊

本
を
主
た
る
テ
キ
ス
ト
と
し
、
そ
れ
ら
の
異
本
と
と
も
に
読
解
を
進
め
る
こ
と

で
、
日
本
語
史
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
学
生
達
が
自
ら
気
づ
き
、
そ
れ
に
つ

い
て
研
究
す
る
、
と
い
う
授
業
を
続
け
て
き
た（7
）。

古
典
本
文
の
影
印
本
を
使
用
し
た
授
業
に
よ
っ
て
、
古
写
本
・
古
刊
本
の
本

文
を
﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
等
の
注
釈
書
校
注
者
が
加
工
し
て
お
り
、

そ
の
本
文
が
さ
ら
に
教
科
書
作
成
者
の
手
で
再
加
工
さ
れ
た
も
の
が
教
科
書
本

文
で
あ
る
こ
と
を
、
教
師
を
目
指
す
学
生
達
は
知
る
。

4
．「
日
本
語
の
歴
史
」
の
研
究
成
果
が
教
科
書
に
反
映
さ
れ
た
具
体
例

学
部
四
年
生
向
け
の
授
業
「
教
職
実
践
演
習
」
で
本
年
度
紹
介
し
た
、
わ
か

り
や
す
い
一
例
を
挙
げ
る
。

教
科
書
教
材
と
し
て
よ
く
採
用
さ
れ
る
﹃
徒
然
草
﹄
第
八
十
九
段
「
奥
山
に

猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て
」
で
、「
夜
更
く
る
ま
で
連
歌
し
て
、
た
ゞ
ひ
と
り

歸
」
っ
た
「
連
歌
し
け
る
法
師
」
は
、「
飼
ひ
け
る
犬
」
が
飛
び
つ
い
て
来
た
の

を
「
音
に
聞
き
し
猫
ま
た
」
と
思
い
、「
助
け
よ
や
、
猫
ま
た
、
よ
や
〳
〵
」
と
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叫
ぶ
（﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
﹄（
一
九
五
七
年
、
岩
波
書
店
）
か
ら
抜
粋
し
た
）。

こ
の
叫
び
声
は
、﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
﹄
の
外
、
教
科
書
が
基
づ
く
こ
と
が

多
い
﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄（
一
九
九
五
年
、
小
学
館
）
で
も
「
猫
ま

た
、
よ
や
よ
や
」
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄（
一
九
七
一
年
、
小
学
館
）
で
は
、「
猫
ま
た

よ
や
、
猫
ま
た
よ
や
」
と
さ
れ
て
い
る
。

注
釈
書
三
者
い
ず
れ
も
、
底
本
は
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
刊
の
烏
丸
本

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
ま
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
原
因
は
、
活
字
本
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。

烏
丸
本
該
当
部
分
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
内
閣
文
庫
蔵
烏
丸
本
﹃
徒
然
草
﹄︿
特
061-0009

﹀
の
公
開
画
像

か
ら
引
用
し
た
。）

「
ね
こ
ま
た
・
よ
や
〳
〵
」
と
あ
る
。

前
二
者
注
釈
書
は
、
烏
丸
本
の
句
切
り
点
の
と
お
り
に
、「
猫
ま
た
、
よ
や

〳
〵
」「
猫
ま
た
、
よ
や
よ
や
」
と
翻
刻
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
慶
長
に
お
け
る
烏
丸
光
広
の
一
解
釈
で
あ
る
。
同
じ
江

戸
時
代
初
期
の
写
本
で
も
、
勉
誠
社
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
東
京
大
学
蔵
細

川
本
で
は
「
ね
こ
ま
た
よ
や
・
〳
〵
」、
臼
杵
図
書
館
蔵
﹃
徒
然
草
﹄（
三
門
和

174
号
）
で
も
「
猫ネ

コ

ま
た
よ
や
・
〳
〵
」、
と
「
よ
や
」
と
「
〳
〵
」
と
の
間
を
朱

点
で
句
切
っ
て
い
る
。

な
に
よ
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
、「
よ
や
よ
や
」
の
確
例
が
無
い
。

よ
っ
て
、「
猫
ま
た
、
よ
や
よ
や
」
の
本
文
は
、
鎌
倉
時
代
の
﹃
徒
然
草
﹄
本

文
と
し
て
、
適
切
で
は
な
い
。

﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄（
一
九
七
一
年
）
は
、
こ
の
点
を
考
慮
し
、
踊
り
字

「
〳
〵
」
が
「
ね
こ
ま
た
よ
や
」
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。

こ
の
問
題
は
、
日
本
語
の
史
的
研
究
で
は
、
す
で
に
決
着
を
見
て
い
る
。

酒
井
憲
二
「
猫
ま
た
よ
や
〳
〵
考
」（
一
九
八
〇
年
、「
リ
ポ
ー
ト
笠
間
」
21
。

後
、﹃
老
国
語
教
師
の
「
喜
の
字
の
落
穂
拾
い
」﹄︿
二
〇
〇
四
年
、
笠
間
書
院
﹀

に
所
収
）
は
、「
〳
〵
」
が
三
字
以
上
の
句
を
繰
り
返
し
た
具
体
例
を
、
謡
曲
・

歌
舞
伎
評
判
記
・
閑
吟
集
な
ど
か
ら
多
数
挙
げ
、
体
言
＋
連
語
終
助
詞
「
よ
や
」

の
例
を
﹃
今
昔
物
語
集
﹄
か
ら
示
す
。
さ
ら
に
、﹃
徒
然
草
﹄
の
古
注
釈
書
・
近

現
代
の
注
釈
書
で
「
猫
ま
た
よ
や
、
猫
ま
た
よ
や
」
と
解
釈
し
て
い
る
例
を
指

摘
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
読
み
は
教
育
現
場
に
浸
透
し
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
山
田
潔
「
古
典
文
法
の
活
性
化
の
た
め
に
」（「
月
刊
国
語
教
育
」

22-

5
、
二
〇
〇
二
年
七
月
）
は
、
国
語
教
育
の
専
門
誌
上
で
、
注
意
を
促
し

た
。こ

の
問
題
は
、
も
ち
ろ
ん
、﹃
徒
然
草
﹄
に
留
ま
ら
な
い
。

酒
井
論
文
に
は
、﹃
枕
草
子
﹄﹃
源
氏
物
語
﹄﹃
更
級
日
記
﹄﹃
大
鏡
﹄﹃
か
げ
ろ

う
日
記
﹄
と
漱
石
﹃
坊
っ
ち
ゃ
ん
﹄
に
お
け
る
「
〳
〵
」
の
例
ま
で
挙
が
っ
て

い
る
。

今
西
祐
一
郎
「「
あ
な
は
ら
〳
〵
」
考
」（﹃
森
重
先
生
喜
寿
記
念

こ
と
ば
と

こ
と
の
は
﹄︿
一
九
九
九
年
、
和
泉
書
院
﹀
所
収
）
は
、「
猫
ま
た
よ
や
、
猫
ま

た
よ
や
」
同
様
に
、「
〳
〵
」
が
句
を
繰
り
返
し
た
﹃
源
氏
物
語
﹄
以
下
の
例
を
、
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さ
ら
に
追
加
し
た
。

い
ず
れ
も
、
原
論
文
を
御
一
読
願
い
た
い
。

近
年
で
は
、
小
川
剛
生
訳
注
﹃
徒
然
草
﹄（
二
〇
一
五
年
、
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文

庫
）
で
も
、「
猫
ま
た
よ
や
、
猫
ま
た
よ
や
」
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
読
み
が
認

め
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
猫
ま
た
。
よ
や
よ
や
。」
と
し
て
い
る
教
科
書
が

い
ま
だ
に
存
す
る
も
の
の
、
先
に
引
用
し
た
二
点
の
教
科
書
（
①﹃
新
編

言
語

文
化
﹄︿
大
修
館
書
店
﹀・
②﹃
言
語
文
化
﹄︿
数
研
出
版
﹀）
は
、
と
も
に
「
猫
ま

た
よ
や
、
猫
ま
た
よ
や
。」
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
例
の
よ
う
に
、
研
究
成
果
が
教
科
書
に
反
映
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
長
い

年
月
を
要
す
る
。
そ
れ
故
、
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
古
典
本
文
に
つ
い
て

も
、
日
本
語
史
学
の
成
果
を
発
信
し
続
け
る
必
要
が
あ
る（8
）。

5
．
教
員
を
目
指
す
学
生
達
に
「
日
本
語
の
歴
史
」
を
教
え
る
理
由

日
本
語
に
は
、
二
千
年
近
く
前
か
ら
の
文
字
資
料
が
大
量
に
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
、
世
界
の
言
語
の
中
で
、
希
有
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
膨
大
な
言
語
資

料
に
よ
っ
て
、
二
千
年
間
の
連
続
し
た
言
語
変
化
に
つ
い
て
の
研
究
が
可
能
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
言
語
は
、
他
に
無
い
。

言
語
は
、
本
質
的
に
変
化
す
る（9
）。
そ
の
た
め
、
日
本
語
の
歴
史
的
研
究
は
、

言
語
史
研
究
、
そ
し
て
言
語
研
究
に
、
独
自
の
、
大
き
な
貢
献
を
成
す（10
）。

大
学
で
は
、
日
本
語
史
の
研
究
方
法
を
教
え
、
学
生
達
は
新
た
な
研
究
成
果

を
生
成
す
る
。

日
本
語
の
歴
史
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、

中
等
学
校
国
語
科
教
育
に
応
用
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
応
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

教
育
学
部
で
教
え
ら
れ
る
「
日
本
語
の
歴
史
」
の
授
業
は
、
こ
の
よ
う
に
位

置
づ
く
も
の
で
あ
り
、
他
の
授
業
科
目
や
他
学
部
の
授
業
で
代
替
で
き
る
も
の

で
は
無
い
。

五
、
古
典
の
原
文
教
育
で
「
言
語
文
化
の
担
い
手
」
を
育

て
る

1
．
言
語
文
化
の
新
た
な
価
値
を
見
出
す

古
代
か
ら
の
膨
大
な
日
本
語
文
献
は
、
日
本
列
島
で
生
き
た
人
々
が
、
あ
る

時
は
命
が
け
で
守
り
、
今
に
伝
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
も
、
各
所
蔵

者
・
所
蔵
機
関
が
大
切
に
保
管
し
、
保
存
に
努
め
て
い
る
。
原
本
の
デ
ジ
タ
ル

画
像
化
も
、
そ
の
一
法
で
あ
る（11
）。

し
か
し
、
懸
命
な
保
存
に
よ
っ
て
永
く
後
世
に
伝
え
て
も
、
現
代
と
後
の
世

の
人
々
が
そ
れ
を
読
め
な
い
こ
と
に
は
、
言
語
資
料
と
し
て
は
無
価
値
で
あ
る
。

こ
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
現
代
に
活
か
し
、
未
来
の
人
々
に
伝
え
る
価
値
有

る
も
の
と
判
断
す
る
基
礎
力
は
、
高
等
学
校
ま
で
の
国
語
科
授
業
で
養
わ
れ
る
。

そ
の
基
礎
力
に
基
づ
い
て
、
大
学
で
の
古
典
教
育
が
行
な
わ
れ
る
。

古
典
の
読
解
は
、
近
現
代
の
作
家
達
の
活
動
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
新
た
な

言
語
文
化
を
生
み
出
す
。
そ
の
原
動
力
と
な
る
古
文
献
は
、
活
字
に
な
っ
た
古

典
に
限
ら
な
い
。

複
製
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
古
文
献
も
、
日
本

に
遺
存
す
る
古
文
献
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
。
高
等
学

校
と
大
学
と
で
身
に
つ
け
た
古
典
の
原
文
読
解
能
力
に
よ
っ
て
、
世
に
い
ま
だ
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紹
介
さ
れ
て
い
な
い
文
献
を
読
み
解
き
、
新
た
な
言
語
文
化
と
し
て
の
価
値
を

見
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
は
、
主
と
し
て
、
大
学
院
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
研
究
で
あ
る
と
考
え

る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う（12
）。
た
だ
し
、
古
代
の
文
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

学
部
の
学
生
で
も
研
究
で
き
る（13
）。

2
．
新
た
な
時
代
の
「
言
語
文
化
の
担
い
手
」
を
育
て
る

教
科
書
教
材
文
に
も
、「
古
典
文
法
」
に
合
わ
な
い
例
が
顔
を
出
す
。

こ
れ
か
ら
の
中
等
教
育
学
校
国
語
科
教
員
に
は
、
日
本
語
の
歴
史
を
踏
ま
え

た
教
材
分
析
力
が
な
お
一
層
求
め
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
教
材
文
成
立
当
時
の
こ
と
ば
の
実
態
に
即
し
て
、
文
章
を
正
確
に

把
握
す
る
読
解
力
と
、
古
典
文
法
に
合
わ
な
い
用
例
や
、
古
語
辞
典
に
載
っ
て

い
な
い
意
味
・
用
法
を
析
出
す
る
能
力
で
あ
る
。

そ
し
て
、
教
材
文
中
で
そ
の
よ
う
な
例
に
出
会
っ
た
と
き
、「
例
外
」
と
し
て

通
過
せ
ず
、
そ
の
例
が
存
す
る
理
由
と
当
該
本
文
に
お
け
る
解
釈
と
を
、
日
本

語
の
歴
史
と
共
に
教
え
る
こ
と
が
、
今
後
の
中
等
教
育
学
校
国
語
科
教
員
に
は

求
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
員
に
よ
る
国
語
科
授
業
は
、
古
典
に
新
た
な
言
語
文
化
的
価

値
を
生
み
出
す
生
徒
・
学
生
と
未
来
の
国
語
教
師
と
を
育
成
す
る
。
そ
の
人
々

こ
そ
が
、「
生
涯
に
わ
た
り
国
語
を
尊
重
し
て
そ
の
能
力
の
向
上
を
図
る
」
新
た

な
時
代
の
「
言
語
文
化
の
担
い
手
」
で
あ
る
。

注（
1
）
た
だ
し
、﹃
今
昔
物
語
集
﹄
は
、
本
朝
部
に
限
り
「
日
本
古
典
文
学
全

集
」
で
通
釈
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
田
中
草
大
「
日
本
語
史
の
研
究
と
「
古
文
」「
漢
文
」︱
そ
も
そ
も
、
古

文
・
漢
文
っ
て
何
？
︱
」（「
女
子
大
國
文
」
116
、
二
〇
二
〇
年
一
月
）
は
、

「
古
文
・
漢
文
を
学
ぶ
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
は
、「
過
去
の
日
本
」
へ
の

ア
ク
セ
ス
能
力
で
す
。」（
24
頁
）
と
す
る
。
古
典
の
授
業
で
身
に
つ
け
さ

せ
る
の
は
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
の
た
め
に
必
要
な
「
過
去
の
日
本
語
」
の
読

解
能
力
で
あ
る
。

（
3
）
「
国
語
科
と
道
徳
の
違
い
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
を
、
学
生
か
ら
聞

く
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
相
違
は
、
こ
と
ば
そ
の
も
の
に
着
目

す
る
か
否
か
で
あ
っ
て
、
明
確
で
あ
る
。

（
4
）
﹃
伊
勢
物
語
﹄
の
恋
愛
観
や
﹃
徒
然
草
﹄
の
死
生
観
に
つ
い
て
皆
で
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
授
業
な
ら
、
現
代
語
訳
の
み
で
も
で
き
る
。

（
5
）
現
在
の
教
科
書
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
現
代
で
の
読
み
方
を
教
え
る

だ
け
の
も
の
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
も
、「
き
や
う

（
京
）」「
き
よ
う
（
興
）」「
け
ふ
（
今
日
）」
は
い
ず
れ
も
「
キ
ョ
ー
」
と

読
む
の
だ
、
と
知
っ
て
い
て
も
、
大
多
数
の
学
生
は
、
か
つ
て
は
な
ぜ

「
き
や
う
」「
き
よ
う
」「
け
ふ
」
と
書
き
分
け
た
の
か
を
知
ら
な
い
。

（
6
）
注
（
2
）
田
中
論
文
、
15
頁
。

（
7
）
本
誌
本
号
掲
載
の
後
藤
結
衣
・
森
双
葉
・
山
縣
香
月
「﹃
徒
然
草
﹄
第
百

十
四
段
に
お
け
る
「
ケ
チ
エ
ン
」
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
」
は
、
そ
の
授

業
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

（
8
）
本
稿
の
筆
者
が
﹃
徒
然
草
﹄
の
本
文
に
つ
い
て
文
献
学
的
な
検
討
を
加

え
た
論
文
に
、
左
の
も
の
が
あ
る
。

〇﹃
徒
然
草
﹄
第
八
十
六
段
の
「
ほ
う
し
」
︱
惟
継
中
納
言
の
「
い
み
じ
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き
秀
句
」︱（「
國
語
國
文
」
86
︱
2
、
二
〇
一
七
年
二
月
）。

〇﹃
徒
然
草
﹄
第
九
十
二
段
の
「
得
失
」
︱
文
献
学
に
よ
る
古
典
本
文
確

定
の
例
と
し
て
︱（「
國
語
國
文
」
87
︱
3
、
二
〇
一
八
年
三
月
）。

〇﹃
徒
然
草
﹄
第
百
六
段
の
「
高
野
證
空
上
人
」
︱
人
物
の
特
定
と
上
人

の
性
向
︱（「
國
語
國
文
」
87
︱
12
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
）。

〇﹃
徒
然
草
﹄「
花
は
盛
り
に
」
段
の
「
大
路
見
た
る
こ
そ
」（「
国
語
教
育

研
究
」
63
、
二
〇
二
二
年
三
月
）。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
が
教
科
書
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
、
期
待
し
て

い
る
。

（
9
）
コ
セ
リ
ウ
﹃
う
つ
り
ゆ
く
こ
そ
こ
と
ば
な
れ
﹄（
田
中
克
彦
・
か
め
い
た

か
し
訳
、
一
九
八
一
年
、
ク
ロ
ノ
ス
）。﹃Sincronía, diacronía e historia: 

E
l problem

a del cam
bio lingüístico

﹄
ス
ペ
イ
ン
語
版
第
二
版
（
一
九
七

三
）
の
翻
訳
、
同
﹃
言
語
変
化
と
い
う
問
題
:
共
時
態
、
通
時
態
、
歴
史
﹄

（
田
中
克
彦
訳
、
二
〇
一
四
年
、
岩
波
書
店
）。
上
と
同
じ
本
の
翻
訳
。

（
10
）
福
島
直
恭
﹃︿
あ
ぶ
な
いai

﹀
が
︿
あ
ぶ
ね
えeː

﹀
に
か
わ
る
時

日
本

語
の
変
化
の
過
程
と
定
着
﹄（
二
〇
〇
二
年
、
笠
間
書
院
）、
参
照
。

（
11
）
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）・
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
一
日
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
）
外
、
諸
機
関
の
画
像
公
開
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

（
12
）
現
在
、
大
学
院
に
お
け
る
本
稿
の
筆
者
担
当
授
業
で
は
、
妙
一
記
念
館

本
﹃
仮
名
書
き
法
華
経
﹄（
鎌
倉
中
期
写
本
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
前
は
、
専
修
寺
蔵
﹃
選
択
本
願
念
佛
集
﹄・
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵

﹃
黒
谷
上
人
語
燈
録
﹄
の
影
印
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
そ
れ
ら
の
授
業
に
基
づ

く
研
究
成
果
を
、﹃
専
修
寺
蔵
﹃
選
擇
本
願
念
佛
集
﹄
延
書
影
印
・
翻
刻

と
総
索
引
﹄（
二
〇
一
一
年
、
笠
間
書
院
）、﹃
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
黒
谷

上
人
語
燈
録
元
亨
版

翻
刻
お
よ
び
総
索
引
﹄（
二
〇
二
〇
年
、
勉
誠
出

版
）
と
し
て
公
刊
し
た
。
大
学
院
で
学
ん
だ
上
で
教
師
に
な
る
学
生
達
に

は
、
教
科
書
に
載
る
古
典
と
は
異
な
る
こ
と
ば
を
記
し
た
古
文
献
を
自
ら

読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
授
業
を
続
け
て
い
る
。

（
13
）
そ
れ
を
希
望
す
る
学
生
達
の
た
め
に
、
広
島
大
学
日
本
語
史
研
究
会
を

大
学
院
生
た
ち
が
運
営
し
て
く
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
日
本
語
史
研
究

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
頂
き
た
い
。

（
広
島
大
学
）




